
 

４年制私大、４割が定員割れ…過去最多の２２２校 

 

 今春の入試で、入学者が定員に満たなかった４年制私立大学の割合が前年

度の２９・５％から４０・４％に急増し、過去最高となったことが２４日、

日本私立学校振興・共済事業団の調べで分かった。 

 

 私立短大の定員割れも前年度比１０・２ポイント増の５１・７％に達した。

同事業団では、１８歳人口が減る一方、大学設置認可の緩和などで大学や学

部の新設が相次ぎ、定員自体は増えているためと分析している。少子化に伴

い、私学経営が厳しさを増している状況が、改めて裏付けられた。 

 

 調査は通信制のみの大学などを除く私大５５０校、私立短大３７３校を対

象に、今年５月１日現在の状況を調べた。 

 

 それによると、定員割れの大学は前年度より６２校多い２２２校。定員の

５割に満たない大学も２０校あった。実際の入学者数を定員で割った「入学

定員充足率」は、過去最低の約１０７％。１校あたりの定員が１００人未満

の小規模校と、３０００人以上の大規模校以外は、すべて前年度より充足率

を下げ、中規模校の経営環境の悪化が目立った。  
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